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2014年３月８日（土）11時

ユラックス熱海（郡山市メイン会場）
いわき市文化センター（いわき市）
福島県教育会館（福島市）

と　き　2014年３月８日（土） 11時00分

主催　「原発のない福島を！県民大集会」実行委員会
後援　浪江町　葛尾村　双葉町　大熊町　富岡町　川内村　楢葉町　広野町
　　　福島民報社　福島民友新聞社　朝日新聞福島総局　毎日新聞福島支局　河北新報社　福島テレビ　福島中央テレビ
　　　福島放送　テレビユー福島　ラジオ福島　ふくしま FM　福島コミュニティ放送 FM ポコ　SEA WAVE FM いわき
　　　喜多方シティエフエム　株式会社郡山コミュニティ放送ココラジ　エフエム会津

原発のない福島を！

県民大集会
11：00　アトラクション
〈郡山・いわき会場〉
□神田香織講談
　「福島の祈り－ある母子避難の声」

〈福島会場〉
□SPMBフレンズによるマーチング演奏
□福島大学アカペラサークル演奏
□山木屋中合唱部演奏（DVD）

〈いわき会場〉
□「かもめの視線」上映（DVD）

13：00　県民大集会
□開会あいさつ
□主催者あいさつ
□呼びかけ人の紹介と代表あいさつ
□連帯のあいさつ（大江健三郎さん）
□来賓あいさつ
□各会場ごとの企画
□山口県集会からの報告
□集会宣言採択
□閉会あいさつ

15：00　終了（予定）
＊デモ行進（福島、いわき会場）

集会日程・内容



　 集 会 宣 言（案）　

　福島原発事故から３年が経過しました。この３年の月日は、福島県民のこうむった深
い深い傷を、癒してくれたでしょうか。
　事故の現場では、高濃度の放射能汚染水の漏洩が止まらず、汚染は地下に、そして一
部は海へと、どんどん広がっています。事故はまさに現在も進行中なのです。この国家
的非常事態は、東京電力任せではとうてい打開できません。政府が前面に出て、国の総
力を挙げて対処することを求めます。
　いま、避難している人の数はなお14万人にのぼり、県外避難者が５万人います。自主
避難している住民も４万人以上。物質的・精神的に追い詰められている人が多くなって
います。災害関連死は1,600人以上になり、ついに津波の死亡者数を上回りました。原発
事故は、ここ福島では津波を超える犠牲を生んでおり、しかもそれは今もなお増え続け
ているのです。この現実から目を背けて、福島の復興を語ることはできません。
　国は、双葉郡の一部を買収して国有地とし、除染廃棄物の中間貯蔵施設を造ろうとし
ています。最終処分場は県外に作ると政府は言っていますが、結局、そこが最終処分場
になってしまうのではないかと、県民が不安を抱くのは当然と言わなければなりません。
「ふるさとがどんどん遠くなっていく」思いを抱いている住民が、どれほど多いことで
しょう。
　国も自治体も放射性物質の除染をしていますが、まったく予定通りには進んでいませ
ん。仮置き場が造れないまま、あちこちにバッグが積み上げられ、都市部では自宅の庭
に埋めるしかないところもあります。山林の除染は計画すら立っていません。
　そして言うまでもなく、放射線被曝への不安は消え去りません。被曝の影響に関する
見方の違いがもたらす、被害者同士のやりきれない対立や摩擦もなくなりません。農産
物の売れ行きも完全には回復せず、漁業も本格操業できない状態が依然として続いてい
ます。
　これほど大規模に、しかも長期にわたって人々を苦しめ、地域社会を破壊する産業公

□小渕　真理（アウシュヴィッツ平和博物館館長）
□片岡　正彦（弁護士）
□菅野　　豊（県旅館ホテル生活衛生同業組合理事長）
□國井　常夫（県森林組合連合会代表理事会長）
□清水　修二（福島大学教授）
□庄條　德一（県農業協同組合中央会会長）
□鈴木二三子（県女性団体連絡協議会長）

□野崎　　哲（県漁協組合連合代表理事会長）
□藤野美都子（福島県立医科大学教授）
□武藤　類子（ハイロアクション福島）
□山崎　捷子（国際女性教育振興会福島県支部相談役）
□吉岡　棟憲（曹洞宗　円通寺住職）
□吉川　毅一（県生活協同組合連合会会長）

呼び掛け人



害が、この国にかつてあったでしょうか。避難している人もしていない人も、故郷に戻
りたい人も戻れない人も、すべての被災者が生活と生業を再建できるまで、国と東京電
力が等しく支援することを私たちは求めます。
　政府は、国会が制定した「子ども・被災者生活支援法」の実施を先延ばしにする一方、
避難基準をそのまま帰還基準にしようとする構えです。また東京電力は、被災者からの
賠償請求に関して示された、紛争解決委員会の和解案すら拒否する挙に出ています。政
府も東京電力も、被害者である住民の利益を考えるより、自らの損害を小さくすること
に腐心するばかりで、当事者責任を果たそうとする姿勢があまりにも乏しいと言わねば
なりません。東京電力を破綻処理し、経営陣や株主、メガバンクなどに当然の責任を取
らせるべきだという声は、マスコミからも上がっています。
　責任の処理をおろそかにする一方で、政府は、いま全国で止まっている原発の再稼動
への突破口を開こうとしています。東京電力は柏崎・刈羽原発の再稼動を含んだ事業計
画を提出し、これが認められなければ電気料金を値上げすると、おどしをかけています。
そして政府も東電も、福島第二原発の廃炉については言を左右にして、あくまでも明言
することを拒否しています。いったいかれらは福島の悲惨な現実をどこまで真剣に受け
止めているのでしょうか。
　一方福島県では、「県内原発の全基廃炉を！」の声がますます広く、高く上がっていま
す。県議会や県知事ばかりでなく、立地４町を含めほとんどすべての市町村議会がその
声を上げています。これはもう「県民の総意」と言ってよく、政府も東電も即座にこれ
を受け入れて第二原発の廃炉を決断し、原発依存からの脱却を目指す県民の息長い事業
に、当事者として協力する義務があります。
　「原発のない福島」を願う私たちの、この３年間の努力と苦労は、少なからぬ成果を挙
げていますが、まだ目の前には厚い壁が立ちはだかっています。何より「忘却」という、
あなどりがたい敵がいます。世界史に刻まれるこの大事故の犠牲を決して無駄にしない
ために、県民の意思を総結集し、全国、世界の人々とも手を携えて、さらなる一歩を踏
み出しましょう。

○福島県では原子力発電は将来にわたり行わず、福島県を自然エネルギー等再生
可能エネルギーの研究・開発拠点とすること。

○原発事故に伴うすべての賠償、放射能によって奪われた福島県の安全・安心を
国と東京電力の責任で実現すること。

○福島県民の健康と生活の保障、自立支援を実現すること。特に子どもたちを放
射能から守ること。

私たちは訴えます！



★会場内では、各団体の旗などはおろしてください。
★会場内での鳴り物や発言者への野次は、厳に慎んでください。
★会場内でのビラの配布は一切禁止します。

お願い

■問い合わせ先
「原発のない福島を！県民大集会」実行委員会事務局

〒960−8106　福島県福島市宮町３−14　労働福祉会館４Ｆ　福島県平和フォーラム内
TEL 024−522−6101　FAX 024−522−5580　E-mail:fh-forum@gaea.ocn.ne.jp
URL:http://fukushima-kenmin311.jp/

【ユラックス熱海】郡山会場　郡山市熱海町熱海２丁目148－２　TEL 024-984-2800

【福島県教育会館】福島会場
福島市上浜町10－38　TEL 024-523-0206

【いわき市文化センター】いわき会場
いわき市平字堂根町１－４　TEL 0246-22-5431


